




ある。発達障害がある人たちは彼らの特性ゆえにいくつかの問題にぶち当たって二次的障

害（①不登校・ひきこもり、②非行・犯罪、③統合失調症様
、
症状、④情緒的問題）が出やす

い。また、イジメの被害者が多いのでＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）のフラッシュバック

や解離症状、うつ・不安障害等の併存症が多い。理解可能な妄想（例えば、何かしら自分

や周囲に関係している発言や「～のような気がする」と断定を避けたりする言葉。）のときは

発達障害を疑って成育歴を丁寧に聴きとることが大切。 

 

７ 事例検討   

（１）事例発表者   いせ若者就業サポートステーション 浦田相談員 

   三重県障害者相談支援センター    牧戸主査 

（２）助言ポイント  

①いつかは皆、成人になる。 

②ダメな人間、ではなく「特性を持つグループの人間」であることを伝える。 

③良い特性を仕事に活かす。 

 発達障害をかかえる方は今まで叱責され続け、殆どの人は自尊感情が低下している。 

特性を活かした仕事につくことで周囲の人たちに認められる。そこからセルフエスティー

ム(自己評価)が高くなることにつながる。 

④親へも支援の手を！ 

 

最後に、先生から「視覚化したマニュアルのある某ハンバーガーチェーン店」、「某カジュアル衣料

チェーン店の１店舗１名以上の障がい者雇用の取り組み」が紹介されました。 

 

次回案内 

次回の精神保健福祉研修会 

１ 日時 平成 22 年 11 月 18 日(木)13：30～16：00 

２ 場所 県庁講堂 

３ 内容 パーソナリティ障害に悩む方を地域で支える～支え手としてゆらぐとき～ 

４ 講師 平尾 文雄先生（上野病院院長 精神科医） 

 

 

研修会報告 vol.2 （ひきこもり支援者ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修編） 

 

技術指導課  樋口 徹也 








